
１．はじめに
平成２１（２００９）年４月６日午前３時３２分（日本時

間同日午前１０時３２分），イタリア中部アブルッツォ
州の州都ラクイラ（L’Aquila）近郊でモーメント・
マグニチュード６．３（リヒター・マグニチュード５．８）
の地震が発生した１，２）。イタリア市民保護当局

（DipartimentodellaProtezioneCivile３，４）；以 下，
DPC）の発表によると，４月２８日現在での死者は
２９７人で，６６，０００人が家を失い，うち４０，０００人が
１６０超のキャンプ場でテント生活，２６，０００人がアド
リア海岸のホテルに滞在している５）。本震の約３０分
後に米国地質調査所（USGSEarthquakeNotifica-
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Abstract

Anearthquakeofmomentmagnitude６．３hasstrucktheL’AquilaregioninItalyon
April６,２００９,at３：３２am (localtime),andclaimednearly３００lives.Another１，５００
wereinjuredand６６，０００becamehomeless.TheResearchCenterforUrbanSafetyand
SecurityofKobeUniversityhassenttheauthortoinvestigatetheearthquake-induced
damageinthestrickenareafromApril１６to１９,２００９.Thisarticlebrieflyreportsthe
damageofbuildingsandthegroundbyshowingthephotographstakenintheL’Aquila
regiontogetherwiththepre-earthquakeimagesprovidedbytheGoogleStreetView.
Theresponseoftheaffectedpeople,livinginadevelopedcountry,tothedisasteris
alsomentioned.
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本速報に対する討論は平成２２年２月末日まで受け付ける。
＊ 神戸大学 都市安全研究センター
Research CenterforUrban Safety and Security,Kobe
University
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tionService:ens@usgs.gov）から配信された震源
情報速報を受け，神戸大学都市安全研究センター
では，被害状況の緊急調査実施のための現地研究
機関との日程調整を開始した。イタリア政府が外
国からの支援を受け入れないと表明し，また現地
の重要行事である復活祭の時期と重なったため，
調整には時間を要したが，日本出国４月１６日，同
帰国１９日の日程で著者を被災地に派遣することが
決定された。本稿では，主として建物と地盤の被
災の様子を調べた結果を，現地で撮影した写真と
被災前のグーグル・ストリートビュー（Google
StreetView６）；以下，ストリートビュー）の画像を
交えて報告し，先進国に住む現地の人々の災害へ
の対応について簡単に述べる。

２．初期情報
２．１ 地震発生のメカニズム
ラクイラは，ローマの東約９５kmの山岳地域に位

置し７），市の人口は約７３，０００人で，その名は「The
Eagle」，すなわち「鷲」を意味する５）。ラクイラ中

心部の標高は６５５mであり，地域はアペニン山脈最
高峰のグラン・サッソ（GranSasso８）；標高２９１２m）
への登山口としても機能している５，９）。初期の震源
情報（図１）ではラクイラ市の北部に本震の震央が
位置するとされていたが７），これは後日修正され，
イタリア国立地球物理学火山学研究所（Istituto
NazionalediGeofisicaeVulcanologia；以 下，
INGV）によれば，震源位置は図２に示すようにラ
クイラ市の西南西，北緯４２．３３４°，東経１３．３３４°，
深さ８．８kmの地点とされている２，１０）。
イタリアで犠牲者の出た地震は２０世紀以降で

は，１９０５年カラブリア州（死者５５０人），１９０８年シ
チリア島メッシーナ（同１００，０００人；以下同じ），
１９１５年アブルッツォ州アヴェッツァーノ（３０，０００
人），１９３０年カンパニア州（１，４００人），１９７６年フリ
ウリ＝ヴェネツィア・ジュリア州（１，０００人），１９８０
年カンパニア，バジリカータ，プーリア州（３，０００

１６８

図２ ６月１５日１８時（現地時間）現在の余震分布２）。

図３ ラクイラ周辺の歴史的地震１）。図１ ４月７日時点の震源情報７）。
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人），１９８４年ラクイラ（３人），１９９０年シチリア島
シラクーザ，カルレンティーニ（１９人），１９９７年ウ
ンブリア州（１１人），２００２年モリーゼ州（２９人）が
挙げられる５）。今回調査を行ったラクイラ市，オ
ンナ村（Onna）に対象を限定しても，図３，４に示
すように，記録の残る１３００年以降，たびたび震災に
見舞われていることがわかる。特に，１４６１年１１月の
ラクイラ地震ではPoggioPicenze，Castelnuovo,
Sant’EusanioForconeseがほぼ消滅し，Onna（当時
はOndaと呼ばれていた）では一軒の家も残らな

かったと記録されている１）。また，１７０３年１月か
ら２月にかけ，推定モーメント・マグニチュード
６．５の地震が二回発生し１），結果としてラクイラ
旧市街の居住用建物の大部分が１７０３年以降の建築
となっている９）。
より大きな規模でみれば，図５からわかるよう

に，イタリア半島に沿って走るアペニン山脈
（Apennines）では震源深さの比較的浅い小規模の

１６９

図４ ラクイラ（上）およびオンナ（下）の歴史
的地震のMCS（Mercalli-Cancani-Sieberg）
震度１）。

図６ イタリアおよび周辺国における地震発生のメカニズム。DISS１１）を使用して作成。

図５ イタリアにおける地震活動２）。
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地震が頻発し，今回の地震活動に関しても，２００８
年１２月から前震と見られる現象が発生し，本震の
前週には１９回観測されている５）。対照的に，南部
のティレニア海では深発地震が多く発生してい
る。ここでは，アフリカプレートがユーラシアプ
レートに対し沈み込んでいるほか，背弧海盆が引
張の力により拡大している。イタリア半島を挟ん
で反対側のアドリア海では圧縮場が支配している
とされている。このようにアペニン山脈は複雑な
地球ダイナミクス下に置かれ，褶曲運動のほか，
多くの活断層が確認されている（図６）。今回の地
震は正断層運動によるものとされている１０）。

２．２ 現地の対応
調査許可が得られるまで時間を要したので，ま

ず現地情報の収集に当たった。DPCの報告では，
地震発生後１５分で救出作業が開始されている５）。
DPCやINGVのボローニャ，ナポリ，カターニア
支部（Sezione）の研究者や技術者からなるQUEST

（QUickEarthquakeSurveyTeam）隊も地震発生
約１時間半後の朝５時には被災地に到着してお
り，最も被害の大きかった場所の被災状況は正午
までに大まかに把握し，３０超の自治体の様子につ
いては当日夕方までには確認していたと報告され
ている１）。
隣国の被災と復興ということで，歴史的につな

がりの深いオーストリアの報道機関でもラクイラ
の地震について大きく報じられた。ここでは，高
級紙「プレッセ（DiePresse；図７）」の記事５）を
参考に現地の様子を時間を追ってまとめてみる。
まず，４月６日の地震発生当日には，イタリア

のベルルスコーニ（SilvioBerlusconi）首相は被災
地上空をヘリコプターで視察し，被災住民に対
し，被災地外への退去を勧告している。緊急事態
が宣言され，政府は被災者のためにアドリア海岸
のホテル４，０００室と２０，０００張のテントを用意し，
被災地周辺の道路を救助活動のために封鎖した。
ラクイラに通じる高速道路も緊急車両を優先する
ため，かつ１０cm超の段差が所々で見つかったた
め，通行規制が敷かれた。当日の発表では，死者
１５０人，負傷者１，５００人で，ラクイラ市の半数の建

物が使用不能となり，１５，０００超の建物が大きく損
壊している。ローマのカラカラ（Caracalla）浴場
も大きく損傷し，入口が封鎖されたようである。
翌７日には，７，０００人が救助に当たり，ラクイ

ラ近郊のTemperaで９８才女性が地震発生３０時間後
に救出されるなど，夜までに１５０人が救出された。
被災者用の２０キャンプ場が設営され，１４，５００人が
宿泊可能となる一方，ラクイラや周囲の村々では
検問所が設けられ渋滞が発生している。イタリア
政府は，被災者への３，０００万ユーロの緊急支援を
閣議決定したが，外国からの支援については，謝
意を表しつつも受け入れないことを明らかにして
いる。同日１９時４７分のモーメント・マグニチュー
ド５．６の余震１０）の後，ラクイラは完全に封鎖され，
被害の大きい中心部には救助隊以外は立ち入るこ

１７０

図７ イタリアの緊急事態を伝える隣国オース
トリアのプレッセ紙（DiePresse５））。
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とができなくなった。
本震から二日たった８日には歌手で俳優のマド

ンナ（MadonnaLouiseVeronicaCiccone）が５０万
米ドルを寄付している。彼女の父方の祖父母が
１９１９年までアブルッツォのPacentro町（comune）
に住んでいた関係で，FernandoCaparso町長の呼
びかけに応じたものとされている。また，リスク
評価会社「AIRWorldwide」は，建物の総被害は
２０-３０億ユーロで，そのうち２-４億ユーロ分にの
み保険がかけられていたと報告している５，９）。本
震４２時間後には女性が救出され，９日には１１，６６９
人が救助に当たっている。政府は危機局面克服の
ために１億ユーロを，さらに，倒壊した学校の再
建のために１億１，０００万ユーロを用意している。
また，家を失った家族に，４人家族でひと月４００
ユーロを支給することや，損壊住居を自身で修繕
した家族への税制面での優遇措置の導入が示され
たほか，イタリアがEUの危機基金から３年間で
５億ユーロを得ることが決まっている。１０日には
聖金曜日に合わせ，犠牲者１５０人の合同葬が執り
行われている。延長されていた生存者の捜索活動
は１２日に打ち切られている。
地震発生後一週間たった１３日のDPCの発表で

は，９，５００人のボランティアが被災者に食事を配
給し，２，７００人の消防関係者が被災地支援活動を
行い，軍の７００人が略奪阻止のためラクイラを警
固している。しかし，一部の村では，盗難を恐れ
る住民が自発的に民兵組織を形成していたようで
ある。この一週間で余震が１０，０００回発生してい
る。１４日には，専門家による建物の再確認作業が
始まり，GianniChiodiアブルッツォ州知事が，家
を失ったすべての人に１０月までに定住場所を提供
することを約束している。
１５日のRobertoMaroni内務大臣の発言による

と，確定額ではないものの復興費用は１２０億ユー
ロである。作業は数年は続き，復興に当たり，マ
フィアと関係のある建設会社が受注しないよう，
政府は厳しく管理するとも表明している。また，
銀行協会ABIは住宅ローンの支払い猶予を決定
し，自身の住居を失った人は今年末まで住宅ロー
ンを返済する必要がなくなった。いくつかの村で

はテントの仮設学校で授業が再開され，翌１６日に
はラクイラの地元テレビ，ラジオ局も放送を再開
している。
１７日午前に現地入りするまでに収集した以上の

初期情報に基づいて，被災調査を開始した。な
お，ラクイラ市中心部の一部に関しては，被災前
の様子をストリートビューを通して知ることがで
きた。ただし，ストリートビューは車載カメラを
用いて撮影されているため，旧市街部など車両通
行禁止区域の情報を得ることは難しい。

３．現地被災状況
図８にINGVが４月１７日午前（現地時間）まで

に判定した各自治体のMCS震度を示す。本緊急
調査ではINGVと共同でラクイラ市中心部を，そ
して著者単独でオンナ村の建物，地盤被害調査を
行うこととした。ラクイラ市内の震度は地区ごと
に大きく異なり，調査時点では確定されていな
かった。
４月１６日深夜にドイツ・フランクフルト経由で

ローマに到着した。翌１７日朝９時過ぎに乗用車で
ローマを出発し，図９に示すように高速道路A２４
をL’AquilaOvestインターチェンジまで１時間余り
走行し，INGV調査団との待ち合わせ場所であるラ
クイラ市内の現地対策本部に向かった（写真１）。
対策本部は被害の少なかった財務警察学校
（ScuolaIspettorieSovrintendentidellaGuardia
diFinanza１２）；「Coppito」と呼ばれるが市内には他
にも同名の施設がある）に置かれていた。乗用車
が集結していることからもわかる通り，各種情報
の集約の他，役所関係の業務も被害のあった本来
の場所から移動してここで行われていた。また，
４月１０日の合同葬はこのCoppitoで執り行われて
いる５）。INGV側と調査計画について打ち合わせ
した後，ここから消防の誘導のもと，封鎖地区に
入った（図１０）。

３．１ ラクイラ市中心部
まず，ラクイラの目抜き通りに当たる，九月二

十日通り（ViaXXSettembre）のラクイラ大学学
生寮（CasadelloStudente）周辺の被害状況を調査

１７１
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した（写真２（a）-（c））。この学生寮では，建物の一
部が完全に倒壊し，中にいた大学生らが生き埋め
になり，報道で被害が大きく伝えられた。地震発
生当日には崩壊現場より６人が救出されている５）。
崩壊部分の東隣り（写真２（b））および同じく６階
建ての西隣りの建物は外見上被害は軽微であった
（写真２（c））。九月二十日通りを挟んで学生寮の向
かいの建物では鉄筋コンクリート（RC）造の無筋
積込壁が崩壊し，半地下部で乗用車２台が押しつ
ぶされているのが確認された（写真２（d），（e））。通
りに積み上げられた瓦礫（写真２（d））の中に見え
るように，１９７０年代建築のRC構造物で使用され
た鉄筋は表面に凹凸のない丸鋼で，ツイステッド

１７２

図８ INGVのVeraPessina博士より頂いた地図に著者がINGV判定のMCS震度を追記。

写真１ ラクイラ市に設置された現地対策本部
（Coppito）前に集まる車両。
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バーなど形状が工夫されたものが用いられていな
かったため被害が大きくなったと考えられる，と
の説明が消防よりあった。ちなみに，イタリアで
は１９７４年から翌１９７５年にかけて建築関連法が大き
く改正され，RC構造物の耐震設計（応答スペクト

ル）の概念が初めて導入されている９）。また，
１９９９年には，ラクイラの建物の耐震性の低さを
DPCが指摘していたとされている５）。
その後，九月二十日通りを東に進んだ。ここで

も，RC造の無筋積込壁の崩壊が多く見かけられ

１７３

図９ ローマからの移動経路。グーグル・マップ（GoogleMaps）を基に作成６）。

図１０ ラクイラ市内の調査経路。グーグル・マップ６）に基づく。
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た（写真３）。写真３の（c）と（d）はそれぞれ
被災前（ストリートビュー），後の同一地点の状況
を示している。写真右手前の建物の１階部の無筋
積込壁の煉瓦が崩落し，大きな開口部が生じてい
る状況がわかる。検問が有効に機能し，地区が完
全に封鎖されているため，開口部内側の家財はそ
のまま残されていた（写真３（e））。九月二十日通
りでは，組積造の教会の屋根の崩落（写真４（a））
も確認されたが，ストリートビュー画像（写真－
４（b，d））と比較して被害が比較的小さな建物も
見かけられた（写真４（c，e））。なお，被災地では，
組積造建築には「asacco」と呼ばれる手法が多く
用いられており，厚さ５００mmを超すような壁も
ある。そのような壁は，切石を積み上げた内外の
二枚の（薄い）壁とその中に充填された小さな瓦
礫片から構成される。壁面の仕上げ方次第では，
外見上，低層のRC構造物との見分けがつきにく
くなることがある９）。
引き続いて，ViaVincenzoDeBartholomaeisを

東から西へ移動した。被災前画像（写真５（a））と

現地写真（写真５（b））を比較すれば，ここでは建
物の一部のみならず樹木も地震後に見られなく
なっていることがわかる。地震前にあったRC構造
物（写真５（c，d））は完全に姿を変え（写真５（e）），
西隣りの住宅地を囲んでいた塀も崩壊している（写
真５（f，g））。このすぐ南側の様子が写真６（a，b）
に示されている。一見したところ，地震前（写真６

（a））と後（写真６（b））で大きな違いは認められ
ないが，実は地震直後には写真６（c）に見られる
ような陥没が生じ，調査日の１７日までに埋め戻さ
れたとの説明が消防よりあった。ViaVincenzo
DeBartholomaeis沿いにさらに西に進んだ場所に
も陥没があった（写真６（d-f））。この陥没は本震
時には生じておらず，おそらく余震により誘起さ
れたのが本震数日後に発見されたとのことであっ
た。樹木が落ち込むほど地下空洞は深かった。
調査団はそれから北に向かい，CorsoFedericoⅡ

を通ってドゥオーモ広場（PiazzadelDuomo）に移
動した。ここでも多くの建物に被害が見られ，例え
ば，CorsoFedericoⅡ沿いのホテル（GrandHotel）

１７４

写真２ ラクイラ大学学生寮周辺の被害状況。

a b c e

d
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写真３ 九月二十日通り沿いのRC造の無筋積込壁の崩壊。
（c）被災前６），（d）被災後の同一地点の比較。

写真４ 九月二十日通りの様子。
（b，d）は被災前の画像６）である。

b

c

e

d

a

a b c

ed
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のバルコニー手すりの支柱はドミノ倒しのように傾
き（写真７（a）），映画館（CinemaMassimo）では
外壁や柱脚にクラックが発生していたが（写真７

（b）），映画館すぐ北側の国立労働災害保険協会

（IstitutoNazionaleperl’Assicurazionecontrogli
InfortunisulLavoro:INAIL）の建物の外見上の被
害は軽微であった（写真７（c）左）。写真７（d，e）
のように屋根部分の大きな崩落がストリート

１７６

写真５ ViaVincenzoDeBartholomaeisの被害状況。
建物や塀の崩壊により，（a，c，d，f）被災前６）と（b，e，g）被災後の様子
が全く異なることがわかる。

a b

c

ed

f g
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写真６ ViaVincenzoDeBartholomaeis沿いに生じた陥没。
（a）被災前６）と（b）被災後の比較では大きな変化がないように見えるが，これは生じた陥没
（c）３）が調査実施日までに埋め戻されたためである。（d-f）本震後に生じた別の陥没。

写真７ CorsoFedericoⅡの様子。
（d）は被災前の画像６）。

a b c

ed f

a b c

ed
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ビュー画像と比較しても確認できる建物もあっ
た。
ドゥオーモ広場近くの旧市街の細い路地では，

余震などによる屋根からの建築部材の落下が絶え
ず（写真８（a，b）），歩行には非常に注意を要し
た。広場の写真８（c）右奥に見えるドゥオーモ

（DuomoSanMassimo）の時計は３時４９分を指し
たまま止まっていた。その南側（写真ではドゥ
オーモの左隣り）にあり，他のすべての店舗が閉
まり現地が混乱する中，地震発生翌日も包帯や薬
などを販売していた薬局５）も１７日には営業してい
なかった。１７０３年の震災後，数十年かけて１７７５年
に完成したSantaMariadelSuffragio教会ドーム
部９）の破損（写真８（d））は報道でも震災の象徴と
して取り上げられていた５）。
ラクイラ市内での一連の調査の最後にコッレマッ

ジョ広場（PiazzaleCollemaggio）を訪れた（写真９）。
この広場は，壁などが損傷したサンタ・マリア・
ディ・コッレマッジョ（SantaMariadiCollemaggio）

教会前に広がり（写真９（a，b）：被災前），設営され
た大型テントの中では，掲示板（写真９（c））のほか，
イタリア赤十字社が救援や警固に当たる関係者のた
めにも温かい食事を提供していた（写真９（d））。芝
生の広場内には被災者のためのテントが整然と並ん
でいた（写真９（e））。寒さもあり被災者はひっそり
とテントの中で過ごしているようであった。また，
仮設トイレが多く用意され（写真９（f）），衛生面で
の問題もなさそうであった。なお，キャンプ場，ア
ドリア海岸のホテル以外にも，イタリア人が所有す
る１，６００戸の住居や別荘が家を失った被災者のため
に提供され，ベルルスコーニ首相も所有するミラノ
の二住居およびサルディニア・CostaSmeraldaの
「VillaCertosa」を家を失った三家族に提供してい
る５）。
また，本調査前の４月１０日には，首相は被災者の

ためにラクイラ郊外の緑地に「NewTown」と呼ば
れる文字通り新しい衛星都市を建設することを決定
し，２億ユーロをアブルッツォ州における６，０００戸の

１７８

写真８ ドゥオーモ広場周辺の被害状況。

a b

c d
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新住居の建設のために確保している５）。EUCENTRE
（EuropeanCentreforTrainingandResearchin
EarthquakeEngineering）のGianMicheleCalviセ
ンター長によると，６月１０日現在，７億ユーロの予
算で２０の復興住宅群を建設することが決まり，４，
５００戸，１２，０００人が居住する復興住宅建築の競争入
札には５８社の応札があったそうである１３）。ちなみ
に，１９７６年以降，イタリアでは三地震被害の復興に
４６０億ユーロを支出しており，１９８０年に大震災に見
舞われたナポリ近くのイルピニア（Irpinia）では復
旧作業が３０年近く続き，ウンブリア州では１９９７年の
地震以降１，２００人がいまだ家を失ったままとされて
いる５）。
また，古い建物だけではなく，築９年のサン・サ

ルバトーレ（SanSalvatore）病院など築年数の比較
的浅い建物も多く倒壊したので，４月１４日より司法
当局は，これらの建物の建築工事が適切に行われて
いたのか確認するため，２０，０００棟の建物の精査を開
始している５）。先の６月１０日のCalviセンター長の話
によれば，４０，６１３棟の建物が既に検査を受け，その
内訳は，個人所有の建物３８，０３４，公共建築物９０５，
病院４３，学校４５０，産業施設１，１８１である１３）。

３．２ オンナ村
１５時にINGVの一行から離れ，単独でラクイラ

の東南東約７．５km９）に位置するオンナ村に向かっ
た。INGVの助言により，調査当日通行不能であっ
た橋梁を避け，山岳道路を移動した。この迂回道路
からラクイラ地域を一望し，他の被災者用キャンプ
場（写真１０（a）左下）や高速道路高架橋（写真１０（a）
中央）の様子を確認した。市郊外の丘陵地帯の団地
の被害は軽微なようであった。途中，沿道の各村で
は警備車両が常駐し，不審者の監視に当たっていた
（写真１０（c））。１６時過ぎにオンナ村に到着した。

第一検問所で車を降り，村へと向かう一本道を南
へと移動した（写真１１（a））。第二検問所近くには被
災者用キャンプ場（写真１１（b））のほか，消防関係の
車が整然と並び（写真１１（c）），被災車両（写真１１（d））
や損壊した教会から運び出された思われる鐘（写真
１１（e））が並んでいた。また，被災者立ち会いのも
とで解体作業が行われていた（写真１１（f））。思い
出のつまった住居を前にうつむいて座り込む被災
者を見るのは大変心が痛むものであるが，この場
所以外，市や村の中で被災者を見かけることはな
かった。

１７９

写真９ コッレマッジョ広場に設けられた被災者用キャンプ場の様子。
（a，b）は被災前６）の様子。

a b c

ed f
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第二検問所から先は特別な許可がない限り立ち
入ることは難しい状況であるとINGVより聞いて
いたが，事情を説明し調査の許可を得ることがで
きた。INGVの判定では，オンナ村の被害はMCS
震度でIX-Xであり，教会（写真１２（a））のほか，非
常に多くの建物が倒壊していた。硬い中・新生代
層の上に軟弱な沖積層が堆積した地溝に村が位置
している１，１０）上に，写真１２（b）に見られるように不
規則な形状の石，木材など様々な材料を雑然と組
み合わせて建物を建築していることから被害が大
きくなったようである。オンナ村には約１２０戸の

居住用建物があった９）とされるが，そのほとんど
は二，三階建てであった。公園の金属製フェンス
付きブロック塀には被害がほとんど認められな
かった（写真１２（c））が，一階部が完全に押しつぶ
された建物（写真１２（d））や隣家の倒壊を防ぐた
めに木材で支えられている家屋（写真１２（e））も
見かけられた。被害の特に大きな箇所にはまだ立
ち入ることのできない状況であった（写真１２（f））。
４月２８日の報道では，村の人口約４００人のうち４０
人が死亡５）とされているが，現地消防の話では人
口２６０人のうち４０人が亡くなったとのことであっ

１８０

写真１０ 山岳道路より望むラクイラ地域（a，b）と警備車両（c）。

a b c

写真１１ オンナ村。第一，第二検問所間の様子。

a b c

ed f
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た。
かつてアブルッツォの村々は経済的に恵まれて

おらず，居住用建物の建築には形状の一定しない
割り石を主に用いていた１，５）。そのような建物は
１９８０年代にも地震被害を受け，国の援助により再
建されたものの，以前と全く同様の建築法が用い
られたようである５）。アブルッツォに限らず，イ
タリアでは全人口の４５％に当たる２，６００万人近く
が地震リスクの高い地域に住み，７００万の建物が
強めの地震で倒壊の恐れがあるといわれている。
また，８万の公共建築物が現行の安全基準を満た
さず，学校建物の半数が十分な耐震性をもたない
とされている。イタリアでは耐震基準の改正や地
震ハザードマップの更新が適宜行われており，例
えば，２００２年の地震後，２００３年にも耐震基準が強
化されている９）。しかし，最新の耐震基準は２００８年
以降公共建築物に適用されているのみであり，私
有建物も含めた全体的な効力発効は２０１０年以降に
ずれこんでいる５）。このような事情もあり，今回の
地震に際しても，DPCのFrancoBarberi元長官や

INGVのEnzoBoschi所長は，イタリアには防災の
文化がなく，カリフォルニアや日本では同規模の
地震では一人も亡くならないだろう，との趣旨の
意見を本震直後に述べている５）。
本震後不通となっていたラクイラ－スルモーナ

（Sulmona）間の鉄道は４月９日には臨時ダイヤで
復旧しており１４），列車がオンナ村のすぐ北を走っ
ていた（写真１３）。１７時過ぎにオンナ村を離れ，
L’AquilaOvestインターチェンジから再び高速道
路A２４を走行し，１８時半にローマ市内の宿泊先に

１８１

写真１３ オンナ村の第一検問所脇を走る鉄道車両。

写真１２ オンナ村。第二検問所より先（内側）の被害状況。

a b c

ed f
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戻った。

４．調査後の現地情報
上記のとおり，復活祭の時期と重なったことも

あって，日程調整の都合上，現地調査は一日のみ
の実施となった。翌１８日にはローマからフランク
フルト経由で移動し，１９日に日本に帰国した。調
査当日以降，地震発生約３週間後までの現地復興
の動き５）を以下にまとめてみる。

調査を行った１７日には，イタリア政府はラクイ
ラで閣議を開き，復興費用の財源として，ガソリ
ン，タバコ税の５ユーロセント増税による２０億
ユーロの歳入増と，年収１００，０００ユーロ超の人の
所得税の１％増税を決定している。また，今回の
地震による歴史的建造物の被害だけでも５，０００万
ユーロと見積もられ，イタリア全体では１５０，０００
超の歴史的建造物が高地震リスクの地域にあり，
その６０％が十分な耐震性をもっていない，と文化
財・文化活動省が報告している。また，地震によ
り４９自治体が大きく被災した，とDPCが発表し
ている。
１８日には，イタリア政府は５，５００万ユーロの緊

急支援を決定し，震災で仕事を失った人にひと月
８００ユーロを支給することになった。先に述べた
１４日からの建物の精査のほか，地震で倒壊した築
年数の浅い建築物の建造に関わった複数の建設会
社のオーナーに対する検察当局の尋問がこの日よ
り開始されている。ラクイラ市周縁部の約４，５００
棟の建物検査の結果，４月１９日時点で５７％が居住
可能で，「小－中規模の修繕」で３０日以内に７５％が
再び居住可能になる，と消防とDPCが公表して
いる。
地震から約２週間たった２０日には被災地で学校

が本格的に再開され，キャンプ場でもテント内で
授業が行われた。また，１００人の心理学者が生徒
の地震の傷を癒すためにカウンセリング活動に携
わっている。約１，０００の中小企業も事業を再開し，
多くの店舗の修繕作業が始まった。２３日には被災
者への救援物資としてギリシアから運ばれたオレ
ンジの箱に隠された７２０kgのマリファナがアンコ
ナ（Ancona）港の税関で発見されている。ローマ法

王ベネディクトXVI世が２８日にオンナ村のキャン
プ場，ラクイラ市内の学生寮倒壊現場やサンタ・マ
リア・ディ・コッレマッジョ教会を訪れ被災者を励
まされている。なお，７月８日から１０日まで，当
初の開催地を変更してラクイラでサミット（主要国
首脳会議）を開くことが決定している５）。

５．おわりに
地震発生から１１日後の現地調査であった。被災

状況をまとめると以下のようである。
（１）被災地区は完全に封鎖されており，警察や消
防などが検問所を設けて管理していた。被災者用
キャンプ場ではテントが多数張られ，赤十字社が
手厚い支援を行っていた。雨天に加え，４月中旬
でも現地の最低気温は零度まで下がることがあ
り，毛布，ストーブがDPCより配布されていた
ようである。
（２）RC造の無筋積込壁や組積造の建物などに被
害が多く見られた一方，道路などのインフラ設備
の被害は比較的小さく，ローマとラクイラを結ぶ
高速道路は既に一般開放されていた。ラクイラ近
辺では，たとえ通行不能の区間があっても迂回路
が確保されており，移動には多少時間がかかるも
のの労を要しなかった。ガスの復旧には時間がか
かるとのことであった。
（３）救助，復興ともにイタリア政府がほぼ単独で行
い，EUなどが資金面で支援する体制のようである。
日本からの援助を必要としている状況には見受け
られなかった。被災状況調査活動のうち，理工学
的側面に関しては，現地のINGVのほか，地震工
学研究の大学ネットワークReLUIS（LaRetedei
LaboratoriUniversitaridiIngegneriaSismica１５））も
積極的に寄与している１３）。

神戸大学大学院では，新型インフルエンザ発生
の影響による延期があったものの，この緊急調査
の報告会を「都市安全研究センターオープンゼミ
ナール」として平成２１年６月１３日に工学研究科
キャンパスにて開催している。また，より専門的
な調査報告書がインターネットなどで公開されつ
つあり，余震を含む本地震活動と二本の活断層
（Paganica,Bazzano）の運動の関連が議論され始め

１８２
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ている１０，１３）。諸研究組織による今後のより詳細な
検討結果の発表が待たれる。
山岳地域に位置し，経済面では歴史的に豊かで

はなかったラクイラ地域は，昨秋以降の金融危機
の影響を受け，地震前から既に倒産する会社や失
業者が増加していたといわれている５）。前述のよ
うに，今回の地震が現地に与えた影響は多大であ
るが，ラクイラ地域が，その名のとおり「鷲」の
ように力強く復興し，被災された方々ができるだ
け早く，普段の落ち着いた生活を取り戻されるこ
とを願ってやまない。
最後に，現地で調査活動を行うに当たり，調整

段階で多大なる協力を頂いたハーバード大学大学
院（HarvardUniversity）RenataDmowska博士，
INGVローマ（SismologiaeTettonofisica,Roma１）
のMassimoCocco博士，同ボローニャ（Sezionedi
Bologna）のRomanoCamassi博士，そして，調査
当日にお世話になった同研究所ミラノ（Sezione
diMilano-Pavia）のVeraPessina博士に深く感謝い
たします。また，本緊急調査派遣は，神戸大学都
市安全研究センターによるものであることを付記
し，迅速かつ的確な意思決定と支援を頂いた関係
各位に謝意を表します。
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